




― 結束性 (cohesion) の高い
グループの利点
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　グループ・ダイナミクスの「生みの親」(Cartwright and Zander, 1968)











Dörnyei and Murphey (2003) が述べているように、グループ・ダイナミ
クスは教師が認識することが出来るもっとも重要な学習方法のひとつで
ある。「もっとも」というのは言い過ぎであるとしても、ひとつの重要



















例えば、Clement 等 (1994) は、良好なクラスルームの雰囲気があると、
不安感を和らげることになり、学習者がより学習に没頭し、自信がもて




































































































念を発展させたものである。Clement, Dörnyei, and Noels (1994), Dörnyei 
(2001a; 2001b), Dörnyei and Malderez (1997), Dörnyei & Murphey (2003), 


































































































張をほぐすこと」）(icebreakers) である。これは ‘break the ice’ という言
い回しから取られたアクティビティである。２つ目はウォーム・アップ




















ら生まれ、一般的には相互を受け入れる方向に導いていく (Ehrman and 
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